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どうする日本の歯科医療！ 

校長 丸山 健 

 

歯科医療存続の危機です。 

日本全体が人手不足と言われる中、医療従事者についても例外ではなく様々な現場

からの悲鳴が聞こえてきます。さらに、医療従事者を育成する学校では軒並み定員割

れをしているようです。現在の社会情勢の影響が大きいと考えますが、この状況が続

けば医療現場のマンパワーはさらに不足するであろうと容易に想像できます。国民の

健康、命を守るために医療従事者は欠かせない存在です。国家としてまず医療従事者

を増やす施策をぜひお願いしたいと思います。 

申すまでもなく歯科医療は、治療主体のキュアから健康維持のケアと確実に変化し

ました。歯科疾患の多くは生活習慣病として位置づけされており、その予防法はほぼ

確立されています。一方で生活習慣病であるがゆえの不安定さもあろうかと考えてい

ます。そんな中で個性豊かな患者さんに寄り添ったオーダーメイドの歯科医療の提供

は、まさに歯科衛生士の独壇場です。またその職域は基幹病院、行政、福祉施設等多岐

にわたり今後さらに広がっていくことでしょう。 

日々ともに診療している歯科衛生士さんたちが生き生きと働く姿を間近で見るにつ

け、本当にいい仕事だなあと感じています。ただ、歯科衛生士の職業認知度は決して高

いとは言えず、一般の方々は歯科助手との違いをご存じない方が多いようです。 

つきましては、みなさんお一人おひとりがアンバサダーとなって、周囲にいらっし

ゃる資格を取りたい方、高校生はもちろん中学生、はたまた小学生に至るまで歯科衛

生士の魅力を伝えていただければ幸いです。 
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１ 入学式(２８回生) 

 令和６年度入学式が４月４日(木)に挙

行されました。西三河七地区歯科医師会

会長はじめ多くの保護者の出席のもと、

新入生２４名が新たな学校生活の一歩を

歩み始めました。 

１年生「歯科衛生士学校に入学して」感想文 ～抜粋～  

『クラスメイトが少人数だからこそ、よ

り学びを深められると感じました。積極

的な行動が鍵になると思います。３年間

頑張ります。』『９０分授業はかなり大変

だと思いました。覚悟して取り組みます。』

『患者さんの口腔の健康に関わるには、

責任感を持つことが大切だと思いました。

日頃からの時間やルール・マナーをしっ

かり守ることを心掛けていきます。』 

２ ２期臨床実習まとめから 

１)「 豊田市こども発達センター」 

障がい児について理解を深め、歯科治療 

および口腔ケアを行う際の注意点を学ぶ

目的で臨地実習をさせていただきました。 

 ご指導ありがとうございました。 

実習感想文 ～抜粋～ 

『行動変容はハンデのある患者さんだけ

ではなく、日々サポートしている親御さ

んにも活用ができます。向き合い方、考

え方を変容させることで、共に段階を踏

みながら成長できる素晴らしさを知りま

した。』『診療中は少しずつ親御さんとの

距離を作ることで、自立を促すことも重

要だと感じました。』『常に声を掛けるこ

と、小さな成長を褒めることが行動変容

に繋がっているのだと、その大切さを知

る貴重な経験になりました。』 

２）臨床実習自己評価 

「基本的事項に関する評価」 

①社会人としての基本姿勢(７項目合算平均) 

 １期 ２期 

よくできた 55.2％ 56.8％ 

できた 34.7％ 35.9％ 

あと少し 7.7％ 6.9％ 

できなかった 1.2％ 0.4％ 

②患者理解 (２項目合算平均) 

 １期 ２期 

よくできた 59.5％ 64.9％ 

できた 27.0％ 31.1％ 

あと少し 13.5％ 4.1％ 

できなかった 0.0％ 0.0％ 

③学習姿勢(６項目合算平均) 

 １期 ２期 

よくできた 33.9％ 38.3％ 

できた 40.7％ 42.8％ 

あと少し 23.1％ 17.1％ 

できなかった 2.3％ 1.8％ 

「実習帳に関する評価」(５項目合算平均) 

 １期 ２期 

よくできた 32.4％ 43.8％ 

できた 44.3％ 41.0％ 

あと少し 19.4％ 15.1％ 

できなかった 3.8％ 0.0 

「歯科診療補助に関する評価(13項目合算平均)  

 １期 ２期 

よくできた 24.4.％ 30.5％ 

できた 38.3％ 42.4％ 

あと少し 30.1％ 21.4％ 

できなかった 2.3％ 2.7％ 

実習していない 4.8％ 2.9％ 


